
2025年度　学生生活アンケート集計結果（松山キャンパス）

実施日時：令和7年10月16日（木）～11月2日（日）
回答方法：Google forms

回答数：251/268（回収率93.66％）【学年内訳】1年生：22.3％　2年生：21.9％　3年生：26.7％　4年生：29.1％

通学時間はどれくらいですか

生活について

住居は、自宅ですか？自宅外ですか？ 1ヵ月の生活費（食費・衣類・家賃光熱費含む）は
　　　　　　　　　　　　　　 　いくらですか？

仕送りをもらっていますか？ 生活費（食費・衣類・家賃光熱費含む）において、
仕送りとアルバイト収入の比率はどうですか？

アルバイト・ボランティアについて

アルバイトをしていますか？ アルバイト代の主な使用目的は何ですか？
従事している場合、1週間で1日平均の時間は 回答は１つのみ選んでください。
どの程度ですか（授業期、長期休暇中に関わらず）

アルバイトにおける、 ボランティア活動を行っていますか？
1ヶ月のおおよその収入を教えてください。
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学習について

1日の授業の予習・復習、課題に 1日の大学の授業以外において、学内での研究や
取り組む時間はどのくらいですか？ 学び等に取り組む時間はどのくらいですか？

今まで授業で学んだ成果について満足していますか？ シラバス・履修判定資料は役に立っていますか？

カリキュラムは期待通りのものでしたか？ 授業における教員の指導は期待通りでしたか？

1科目について期末試験の対策勉強は 成績判定（単位認定）について
平均してどのぐらいしていますか？ 不満を思ったことはありますか？

授業の出欠席の判定は、 授業のことで教員の研究室に
公平に行われていると感じますか？ 訪問したことはありますか？
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入学して、尊敬する先生に出会えましたか？

生成AI

授業理解（予習や復習を含む）や期末試験対策で生成AIを使ったことがありますか？

大学生活について

図書館(図書室)の利用頻度は週にどのくらいですか？ 1週間の読書時間はどのくらいですか？

Webポータルサイトはどのくらい見ていますか？ 大学からのGmailはどのくらい見ていますか？

授業のこと以外で（就職活動を除く） 就職活動について、
教員の研究室を訪問したことはありますか？ 教員の研究室を訪問したことはありますか？
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大学を辞めたいと思ったことはありますか？ この大学に入学して良かったですか？

具体的な就職活動をしなければいけないと あなたが進みたい就職進路を選択した時期は
感じた時期はいつですか？ いつですか？

大学のサポート体制（授業、学生支援）について 学内で災害が起きた場合の対応方法について、
どの程度満足していますか？ どの程度理解していますか？

大学への評価・要望

キャリア支援課（学生支援課）の就職・進路支援は ゼミ・メンター教員の就職・進学支援は
どの程度満足していますか？ どの程度満足していますか？

キャンパス内のWi-Fiは、 図書館の資料・学習スペースは
学習に十分対応できていますか？ 学修に十分役立っていますか？
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キャンパス内の休憩スペースや学生共有スペースは、 キャンパス内の清掃やトイレ環境など、
気軽に利用できる環境だと思いますか？ 衛生面に満足していますか？

通学の利便性（バス・電車・駐輪場など）は 事務職員の窓口対応（案内・説明の
十分だと感じますか？ 分かりやすさ）は満足できましたか？

キャリア支援（就職相談、ガイダンスなど）は 学生相談（生活・心身の相談窓口）は
利用しやすいと感じますか？ 利用しやすいと感じますか？

クラブ・サークル活動の支援（情報提供・ 大学からの情報提供（掲示、メール、
活動場所・予算配分など）は十分だと感じますか？ ポータルサイトなど）は分かりやすく、

必要な情報を得やすいと感じますか？

学費について

学費の負担はどうしていますか？ 学費の金額に対してどのように感じていますか？
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令和7年度　各学年における授業時間以外での一日の学習時間の推移

令和7年度学生生活アンケート実施期間：10月16日（木）～11月2日（日）

回答方法：Google forms

●学生生活アンケートの結果をもとに、学生を入学期ごとに分類し、学年が上がるにつれてどのように学習時間が推移していくのか、

　以下の表とグラフで示した。

●6期生（4年次生　※過年度生含む）

学年 回収率 30分未満 30分～1時間 1時間以内 1～2時間 2時間以内 2～3時間 2時間以上 3時間以内 3時間以上 4時間以内 5時間以内 5時間以上

1年次(58/80) 72.5% ― ― 40(69.0%) ― 16(27.6%) ― ― 1(1.7%) ― 0 0 1(1.7%)

2年次(44/79) 55.7% ― ― 31(70.5%) ― 10(22.7%) ― ― 2(4.5%) ― 0 0 1(2.3%)

3年次(53/77） 68.8% 15(28.3%) 16(30.2%) ― 10(18.9%) ― 8(15.1%) ― ― 4(7.5%) ― ― ―

4年次(73/82） 89.0% 17(23.3%) 9(12.3%) ― 18(24.7%) ― ― 29(39.7%) ― ― ― ― ―

●7期生（3年次生）

学年 回収率 30分未満 30分～1時間 1時間以内 1～2時間 2時間以内 2～3時間 2時間以上 3時間以内 3時間以上 4時間以内 5時間以内 5時間以上

1年次(72/83) 86.7% ― ― 52(75.0%) ― 14(19.4%) ― ― 4(5.6%) ― 0 0 1(1.7%)

2年次(68/81) 84.0% 39(57.4%) 21(30.9%) ― 6(8.8%) ― 0 ― 0 2(2.9%) ― ― ―

3年次(67/73) 91.8% 39(58.2%) 18(26.9%) ― 10(14.9%) ― ― 0 ― ― ― ― ―

●8期生（2年次生）

学年 回収率 30分未満 30分～1時間 1～2時間 2～3時間 2時間以上 3時間以上

1年次(56/56) 100% 29(51.8%) 24(42.9%) 10(17.9%) 0 ― 1(1.8%)

2年次(55/55) 100% 31(56.4%) 20(36.4%) 4(7.3%) ― 0 ―
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●9期生（1年次生）

学年 回収率 30分未満 30分～1時間 1～2時間 2時間以上

1年次(56/58) 96.6% 30(53.6%) 18(32.1%) 6(10.7%) 2(3.6%)

【分析結果】

　学内での研究活動や自主的な学びに費やす１日当たりの時間について見ると、30 分未満が最も多く46.6%（117 名）、次いで 30 分～

1 時間未満25.9%（65 名）が続いている。全体の傾向として、短時間の学習で1日を過ごす学生が多数を占めていることがわかる。一方

で、2 時間以上取り組んでいる学生は 12.4%（31名）と相対的に少なく、主体的に長時間学習する学生は限定的であるといえる。

　この分布から、授業以外の時間を用いた学習機会が十分に確保されていない可能性が示唆される。特に、専門性が高まる学年や国家試

験対策が視野に入ってくる時期には、授業時間外の継続的な学習習慣が不可欠となる。しかし現状では、その基盤となる日常的な学習

時間が十分に形成されていない学生が一定数存在している。

　今後は、低学年の段階から学習時間の確保に意識を向けさせる取り組みや、学内での研究・自習が日常化するような学習環境づくり

が求められる。短時間で終わる学習スタイルから、計画的かつ持続的な学びへと移行できるよう、支援や学習指導の工夫が必要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和7年12月10日教授会にて報告済
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令和 8 年 2 月 3 日 

松山キャンパスの学生のみなさんへ 

 

松山キャンパス 

 

学生生活などに関するアンケートのご協力ありがとうございました。 自由記述の中で寄せ

られた質問や、特に意見や要望が多かった事項について、以下のように回 答いたします。 

 

 

①学食を作ってください。 

→キャンパス内には適切な飲食スペースが無くご不便をおかけしております。松山市駅周

辺にはコンビニ等の小売店や飲食店もありますのでご利用ください。 

 

②勉強スペースがほしい。 

→キャンパス内には適切なスペースが少なくご不便をおかけしております。授業がないと

きは、講義室も使用可能ですのでご活用ください。比較的、1 階図書館が空いているよう

です。 

 

③この大学はお金ないんですか？実習に対する助成金が部分的であると感じます。 

→臨地実習にかかる活動旅費は原則自己負担となっております。ただし、本学部は交通

費・宿泊費の学生間の負担格差を是正することを目的に助成制度を設けております。限ら

れた財源の中での助成ですので、旅費全額の助成はできませんが、令和 7 年度からは東

予・南予方面の実習回数を減らして、学生の負担軽減につなげております。 

 

④トイレの音姫はいつ鳴るようになりますか？ 

→教えていただきありがとうございます。トイレ用擬音装置について、これから修理を行

います。定期的に点検は行っておりますが、迅速に対応できるよう、設備の不備等を発見

した場合は事務室までお申し出ください。 

 

⑤駐輪場（原付）が狭すぎる。通路に停められて大変迷惑している。 

→現在の状況を鑑み、11 月 11 日より原付駐輪スペースを拡充いたしました。また、駐輪

スペースについて、整列して駐輪することで、より多くの台数が停められるようになりま

す。皆様のご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

⑥ポータルサイトにお知らせが来た時にわかりやすい通知が欲しい。 

⑦授業変更などポータルサイトの掲載のみでは、通知もないし、気づかない。メールで送

ってほしい。 

→大学からの連絡は、確実性と安全性を重視し、最新情報を一括で確認できるポータルサ

イトや掲示板で行っています。メールは受信設定等で届かない場合があり、誤送信のリス

クもあります。大学および社会に出ると、ご自身で必要な情報を主体的に取得する姿勢が

不可欠です。情報の見落としがないよう、ポータルサイトおよび掲示板は必ず毎日確認す

る習慣をつけましょう。 
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